
令和７年３月３日 

卒業式 式辞（抜粋） 

 

 皆さんはこれから、就職・進学とそれぞれの進路での新しい歩みが始まりますが、今日からは、

自分の足でしっかりと大地を踏みしめて歩いて行かなければなりません。 

しかし、時には迷いもあるでしょう。そんな時は、自分の心、学び舎の原点である、「隼工生」

として、常に持ち続けて欲しいことがあります。 

 

 それは、昨年４月の年度当初に私が皆さんにお話しした『ものづくりを学ぶ工業高校に在って、

「人の想い」「時間」「基礎」の三つを挙げ、「見えないモノこそ大切にできる隼工生」であって欲

しい』と伝えたことです。 

これは、まさに「人が人として、よりよく生きていく」ための、本質を説いたものであり、「隼

工生」とは、「人の想いが込められた品物を大切にできる」ことは勿論のこと、「人の想い」「時間」

「基礎」など「見えないモノを大切にできる」生徒である。という、隼工生が隼工生であるその所

以、そのＩｄｅｎｔｉｔｙ（独自性）を胸に刻んで生活して欲しいということです。 

これは、皆さんが、ＡＩに代表される変革の時にあるこの社会を、人として迷い無く、力強く生

きて活躍すると同時に、幸多き人生となることを、私は心から願っているからです。 

   

  皆さん本当におめでとうございます。 

   


